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女子短期大学生の体力と運動経験に関する一考察
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1.　はじめに
　文部科学省（以下、文科省）は、「体力は人間の
あらゆる活動の源であるが、子どもの体格が向上す
る一方で体力が低下する傾向が長く続いており、子
どもの体力低下に歯止めをかけることが近年の喫緊
の課題1）」と認識し、学校体育における授業時間数
の増加や教科外活動の見直しなどに加えて、地域の
潜在力にその課題解決を期待する施策を打ち出して
きているところである。平成 12年から進められて
きたスポーツの振興を通じた子どもの体力向上を目
指した 10カ年計画が節目を迎えた平成 22年 8月、
文科省はその施策評価について「小学校高学年以上
では緩やかな体力向上傾向を示し、子どもの体力低
下傾向に歯止め。一方、運動している子どもと、し
ていない子どもが二極化する傾向にあると評価して
いる。2）」とした。更にその「運動をしない子」に
ついて分析したところ、特に女子児童・生徒におい
てその傾向は顕著であり、1週間の総運動時間が 60
分未満だった者が小学生で 24.2%、中学生で 31.1%
であったと報告されている3）。末永く健康的な生活
を送るためには、日常の生活をどのように過ごすか
が重要であり、適切な運動、調和のとれた食事、適
当な休養と睡眠などのバランス感覚を持ち兼ね備え
ることが大切である。従って、この二極化傾向の一
極を担う「運動をしない子」においては、特に、そ
の後の人生における運動習慣の形成に大きな影を落
としてしまう可能性があることは容易に推察でき
る。その意味からも、成人を目前に控える女子学生
らに対して改めて身体への気づきを醸成し、特に運
動をしていない群にいたであろう学生に対しては、
運動習慣の確立に向けた意識と行動の変容を促すこ
とが重要であり、そのことは今日的な本学体育の課
題であると考える。
　そこで本研究では、本学短期大学部生を対象に文
部科学省が推奨する新体力テスト、及び質問紙によ
る体力意識・運動習慣調査を行い、その実態を統計
的な分析処理から把握・検討し、今後の運動習慣の
確立に向けた指導の基礎的な知見を得ることを目的
とした。
2.　方法
1）　測定対象
　測定は、平成 23年度前期、本学に所属する学生
のうち全学共通科目として開講している「スポーツ
A」「スポーツ B」を履修している学生 297名を対
象とし、各授業内で体力及び形態測定、質問紙調査
を行った。なお、学生に対しては、調査の目的、統
計処理、個人情報の守秘等の説明を十分に行い、同
意した学生のみ調査対象とした。そのうち、調査 ･
測定項目に記入・測定漏れが無い者 292名〔有効調
査対象 98.3%、平均年齢 18.29歳±0.512（21歳～
18歳）〕について分析対象とした。
2）　測定時期・方法
　測定は、前期全授業 15回中、第 2、3週目の授業
時間内に体育館にて測定を行った。実施時期は、平
成 23年 4月中旬から下旬にかけて形態測定及び新
体力テスト、質問紙調査を実施した。なお、全ての
測定・調査は、大学校舎 D棟 5階体育館に集合さ
せ行った。
3）　測定内容・方法
　測定の内容は、形態測定項目（年齢・身長・体
重・体脂肪率・BMI・LBM・HR）と文部科学省の
新体力テストの項目（握力・上体起こし・長座体前
屈・反復横とび・立ち幅跳び・20 mシャトルラン・
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VO2max）を文部科学省「新体力テスト実施要項」
に準拠し行った。
　形態測定には、（株）タニタ社製 BODY FAT 
ANALYZER TBF-410を用い、新体力テストでは、
長座体前屈、上体起こし（30秒）、反復横跳び（20
秒）、立ち幅跳び種目は、それぞれ 2回の測定で上
位記録をもって測定値とした。握力については、左
右 2回ずつ測定し、左右それぞれ上位記録を平均し
た値を測定値とした。20 Mシャトルランは 1回の
みの実施とした。
　質問紙調査は、「新体力テスト実施要項」4）の記録
用紙に用いられているフェイスシートを参考にし、
以下の内容について調査した。なお、回答は 2件法
から 4件法、又は数字、語句を記入させる方法で
行った。
　①　体力について（主観的体力意識）
　②　これまでの運動経験（大学・高等学校・中学
校）
　③　現在のスポーツ・運動実施頻度（学校での授
業を除く）
　④　現在の 1日あたりのスポーツ・運動実施時間
（学校での授業を除く）
4）　分析方法
　中学校・高等学校時代のスポーツ・運動経験との
関連を深く見るために、中学・高校時代のスポーツ
活動（学校の運動系クラブ活動や地域のスポーツク
ラブ）所属歴をもとに、中学・高校時代にクラブに
「両方所属」群（n＝110、37.7%）、「どちらか所属」
群（n＝121、41.4%） と「 未 所 属 」 群（n＝61、
20.9%）の 3群に分け、分析を試みた。なお、すべ
ての分析を、IBM社製 SPSS PASW Statistics18を用
いて行った。
3.　結果及び考察
1）　現在の運動実施状況と運動経験
　運動経験の 3群と 1週間の運動実施頻度とのクロ
ス集計の結果を表 1に示した。この結果から、定期
的に週 1回以上運動を実施している学生は 60名
（20.5%）しかおらず、本調査の実施時期が、4月下
旬であり、新入生が多いことを考慮したとしても少
なさを感じる。スポーツ振興基本計画（平成 12年）
によると、生涯スポーツ社会の実現に向けた数値目
標として、「できる限り早期に成人の週 1回以上の
スポーツ実施率が 2人に 1人（50%）となることを
目指す」5）こととしているが、それに到底及ばない。
また、全国的には、平成 21年度内閣府「体力・ス
ポーツに関する世論調査」に基づく文部科学省推計
調査では、成人女性の 44.5%が週に 1度以上の運
動習慣をもっている6）と報告しており、本学学生の
運動習慣の低さが示唆された結果となった。また、
運動経験と 1週間の運動実施頻度についての関連性
を見るために、χ2検定を行ったところ、有意な関係
（χ2＝15.70、df＝6、p＜.05）が見られ、この結果と
残差を見たところ、過去の運動経験の長さにより、
運動実施頻度が増加することが示唆された。
　また、3群と 1日の運動実施時間とのクロス集計
結果を表 2に示した。1日の運動時間も 30分未満
が 222名（76%）とかなり多かった。これは、自発
的に運動をする者がほぼいないことを指し、学生一
表 1　1 週間の運動実施頻度と運動経験
1週間の運動実施頻度
合計
ほとんど毎日 ときどき ときたま しない
運
動
経
験
両方
度数 13 18 38 41
110
調整済み残差 2.9 .9  .4  －2.4
どちらか
度数 5 11 42 63
121
調整済み残差 －1.4 －2.0 .5 1.7
未
度数 1 12 17 31
 61
調整済み残差 －1.7 1.4 －1.0 .8
合計 度数 19 41 97 135 292
χ2＝15.70、df＝6、p＜.05
※ほぼ毎日（週 3 日以上）、ときどき（週 1～2 日程度）、ときたま（月 1～3 日）
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人ひとりの生活にあった運動計画を作るに当たり、
授業を通しての環境作りを進めなければならない。
また、健康的に生活を送るために適度な運動時間
は、19歳から 20歳で、週に 180分以上と言われて
おり、残りの 70名（24%）がこの条件に当てはま
るものと思われる。そして、運動経験と 1日の運動
実施時間についての関連性を見るために、χ2検定を
行ったところ、有意な関係（χ2＝14.42、df＝6、p
＜.05）が見られた。この結果と残差を見たところ、
過去の運動経験の長さが 1日の運動実施時間を増加
させることが示唆された。
2）　主観的体力意識と運動経験
　前述したように、運動経験と運動実施頻度・時間
には、高い相関がみられた。では、学生の主観的体
力意識と運動経験には、どのような関係があるかを
調べた結果を表 3に示した。「体力に自信がある」
と答えた学生は 11名おり、全員が運動経験のある
者だった。しかし、「体力に自信がある」と回答し
た 11名は、現在、学校や地域などのスポーツクラ
ブなどには全員所属しておらず、また、現在の運
動・スポーツの実施状況を問う設問には 2名が「と
きどき（週 1～2日程度）」としたものの、それ以外
の者は、普段意識的には殆ど運動していないようで
ある。
　また、「不安がある」と答えた学生は 65名おり、
運動経験から見た各群間での内訳は「両方所属」群
で、13名（11.8%）、「どちらか所属」群で 25名
（20.7%）、「未所属」群で 27名（44.3%）である。
しかし、体力に不安があるとした者のうち、中学・
高等学校時代の両方で運動部に所属していた 13名
の殆どが、現在は運動をしていない群に分布してお
り、状況としては「体力に自信がある」とした 11
表 2　1日の運動実施時間と運動経験
1日の運動実施時間
合計
30分未満 30～ 60分未満 60～120分未満 120分以上
運
動
経
験
両方
度数 74 15 11 10
110
調整済み残差 －2.7 .2 1.9 3.0
どちらか
度数 99 15 6 1
121
調整済み残差 1.9 －.3 －.9 －2.5
未
度数 49 8 2 2
 61
調整済み残差 .9 .0 －1.1 －.5
合計 度数 222 38 19 13 292
χ2＝14.42、df＝6、p＜.05
表 3　主観的体力意識と運動経験
体力について
合計
自信がある 普通 不安がある
運
動
経
験
両方
度数 6 91 13
110
調整済み残差 1.2 2.7 －3.3
どちらか
度数 5 91 25
121
調整済み残差 .3 .4 －.6
未
度数 0 34 27
 61
調整済み残差 －1.7 －3.6 4.6
合計 度数 11 216 65 292
χ2＝25.87、df＝4、p＜.01
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名と何ら変わらない状態にあるといえる。そこで、
過去の運動経験と主観的体力意識についての関連性
を見るために、χ2検定を行ったところ、有意な関係
（χ2＝25.87、df＝4、p＜.01）が見られた。また、こ
の結果と残差を見たところ、過去の運動経験を多く
持つことが、主観的体力意識に正の影響を及ぼし、
反対に持たないあるいは、多く持たないことが負の
影響を及ぼすことが示唆された。また、運動経験を
有することが主観的な体力意識に強い影響を及ぼし
ていることは明らかであるが、それが現在の体力意
識として「自信」となるか「不安」となるかは個々
の体力観により判断の分かれるところである。しか
し、この判断こそが、その後の生涯にわたる運動習
慣の確立に向けた動機付けとなる重要な感覚となり
うると思われる。従って、体育授業においては体力
の客観的な評価基準を学生らにしっかりと身につけ
させていくことが、生涯にわたる運動習慣の確立に
必須であると考える。
3）　新体力テストと運動経験
　これまでの結果を踏まえ、運動経験と新体力テス
ト結果の関連を深く見るために、運動経験の 3群で
一要因分散分析を行った。表 4・図 1はその結果で
ある。その結果、握力、上体起こし、反復横とび、
立ち幅とび、20 mシャトルランに有意な主効果が
見られた。Tukeyの HSD法による多重比較検定を
行った結果、握力（未＜両方）、上体起こし（どち
らか＜両方、未＜両方）、反復横とび（どちらか＜
両方、未＜両方）、立ち幅跳び（未＜両方）、20 m
シャトルラン（どちらか＜両方、未＜両方）の各群
間で有意に高い値を示した。長座体前屈では、有意
傾向は見られたが、有意な値は示さなかった。図 1
の通り、運動経験年数によって新体力テストの結果
が、右肩下がりになっている。これは、運動経験の
長さが、体力測定の結果に有意な影響を及ぼし、す
なわち、筋力（握力）、敏捷性（反復横とび）、跳躍
力（立ち幅跳び）、筋持久力（上体起こし）、全身持
久力（20 mシャトルラン）の向上に密接に関係し
ている事が示唆された。
　近年日本でも話題になっているが、山井8）による
と「欧米の寝たきり老人の割合が 4.2%に対し、日
本では、33.8%と極端に高い」とし、これは、医療
や福祉の問題だけではなく、小さいころから育まれ
てきた、運動習慣が影響していると考えられる。こ
れは、日常的に運動する習慣が、欧米諸国に比べ進
んでいないことが考えられ、筋力の低下や意欲の喪
失などの原因となっているのではないだろうか。
　この原因として、今までのスポーツ・運動経験と
いうのは、受動的に行われてきた事と、また、運
表 4　中学・高等学校のスポーツ活動歴の 3 群間から見た多重比較の結果
分散分析
多重比較検定
自由度（df） F値 P
握力
2 11.605
* .016 未＜両方
誤差 289 （2.757）
上体起こし
2  27.03
** .000 どちらか＜両方、未＜両方
誤差 289 （3.015）
長座体前屈
2  4.819
.309
誤差 289  （4.083）
反復横とび
2  16.539
* .006 どちらか＜両方、未＜両方
誤差 289 （3.162）
立ち幅跳び
2 20.273
** .003 未＜両方
誤差 289  （3.379）
20 mシャトルラン
2  18.215
** .000 どちらか＜両方、未＜両方
誤差 289  （1.962）
*：p＜.05、**：p＜.01
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動・スポーツを行う環境が整っていない事が挙げら
れる。中学・高等学校時代には週に 1～3回の体育
実技授業とクラブ活動での運動・スポーツ活動時間
が与えられていたが、大学に入学し、選択の授業と
して、週に 1度（半期間）あれば良い環境になった
こと、そして、本学学生の運動部又は、スポーツク
ラブ所属者が 15名（5.1%）であるように、所属率
の低さも原因と考えることができる。
　このような問題を解決しようと日本でも、1つの
取り組みとし、茨城県大洋村（現 : 鉾田市）で 16
年間村長を務めた石津らによって、「とっぷ・さん
て大洋」が建設され、石津9）によると、「＜大洋村
健康作りシステム＞を構築し、筋力（大腰筋を中
心）を鍛えることにより、健康で寝たきりを防止
し、かつ高齢者医療費を抑制することができる」と
しており、寝たきりの人数が減少し、医療費が半減
するといった成果を上げている。これらのことか
ら、本学の授業場面においては、卒業後も運動・ス
ポーツを継続していける習慣とスポーツ本来の楽し
さを味わう事を目的とし、生活の一部としての運
動・スポーツ習慣を確立できるようにしなければな
らない。これからの学生指導においては、自発的に
運動・スポーツに取り組めるような知識・見解の習
得に着目し、環境整備を進める事の必要性が示唆さ
れた。
5.　まとめ
　本研究は、本学短期大学部生を対象にして文部科
学省が推奨する新体力テスト、及び質問紙による体
力意識・運動習慣調査を行い、その実態を統計的な
分析処理から把握・検討し、今後の運動習慣の確立
に向けた指導の基礎的な知見を得ることを目的とし
た。その結果、以下のような示唆を得ることができ
た。
 運動経験の長さが 1日の運動実施時間を増加
させること
 運動経験を多く持つことが、主観的体力意識
に正の影響を及ぼし、反対に持たないあるい
は、多く持たないことが負の影響を及ぼすこ
と
 運動経験の長さが、体力測定の結果に
有 意 な 影 響 を 及 ぼ し、 す な わ ち、 筋
力（握力）、敏捷性（反復横とび）、跳
躍力（立ち幅跳び）、筋持久力（上体起
こし）、全身持久力（20 m シャトルラ
ン）の向上に密接に関係していること
　これらの結果から、本学の体育授業においては、
＊：p＜.05、＊＊：p＜.01
図 1　中学・高校時代のスポーツ活動歴別にみた新体力テストの点数比較
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卒業後も運動・スポーツを継続していく意識と行動
変容を促し、スポーツ本来の楽しさを味わい、生活
の一部としての運動・スポーツ習慣を確立できるよ
うにしなければならない。更に、これからの学生指
導においては、自発的に運動・スポーツに取り組め
るような知識・見解の習得に着目し、環境整備を進
める事の必要性が示唆された。
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Summary
　The purpose of the research explains the physical fitness of the female junior college student and the relations of the move-
ment experience, and it is to get fundamental materials for the guidance toward the establishment of exercise habit.
　A result is as the follwing.
　1）　The frequency of the movement execution increases by the length of the past movement experience.
　2）　The length of the past movement experience increases the time of the movement execution on the 1st.
　3）　It exerts the influence which is resistant to the subjective physical fitness consciousness to have a past movement 
experience.
　4）　The length of the past movement experience influences some thought in the conclusion of the test of physical fitness.
